条件的需要

　第８章にて、私達は、一投入が一定に固定されているとき（８－８参照）の一定産出需要についての結果を検証した。私達が既に述べたように、費用最小化モデルの代数学は効用が一定という制約下における支出が最小化されたモデルと同一である。消費者定理という背景におけるこの分析を再び述べると、xnがその支出最小化価値において一定であるとき、短期ヒクシアン需要に伴うxiについてのヒクシアン需要に関係する基本的な等式は、
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　　　　（１０－４１）

P1について両辺を一階微分してからPnについても行うと、私達は（８－４４の等式の微分係数を参照）以下の関係式を得る。
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　　（１０－４２）

類似した表現がxiで表したヘッシアン行列でpjについて微分したものによって得られる。ただし左辺の分子が
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になり、符号の決定されない場合を除く。（この表現の微分係数については練習問題に残しておく）。
　条件付マーシャリアン需要の分析はもう少し複雑である。それは、（１０－４２）の派生物に使用された相互利益の結果は相殺されない需要関数に利用できないからであり、財の価格Pnが一定で短期的需要に明白に表れているからである。もしXnがその効用最大化レベルにおいて一定であるなら、xi(i≠n)についてのマーシャリアン需要に関係する基本的な等式は以下のようになる。
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　（１０－４３）

これは
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のように価格ベクトルが全てのn価格で構成されている場合においてである。ヒクシアン需要のケースにおいて、xnが一定のとき、価格pnは一階の等式において脱落し、ｘｓｊはｐnの関数ではなくなる。しかしながら、マーシャリアン需要の派生物においては、予算制約下でのpnは、一階の等式で脱落しない。このように「短期的」マーシャリアン需要xniは全ての価格n、
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の関数である。

　（１０－４３）の基本的な等式をまずpi,次にMで微分すると
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　もし（１０－４５）にxiをかけて二つの等式を足すと、私達は純代替条件を創り出せる。例えば、
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を左辺に、同様の条件を右辺にして、
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　（１０－４６）

　関数xsjはxnを一定に固定したxiのヒクシアン需要で、等式（１０－４１）で定義した通りである。これを等式（１０－４６）と合わせて、以下を導き出す。
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ゆえに
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等式（１０－４４）において
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n

n

i

x

x

¶

¶

を取り除くためにこれを利用すると
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　（１０－４７）

　（１０－４７）の符号は負である。しかしながら、xnがギッフェン財であるとき分子は負になりうる。もちろん、私たちは
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＜０であることを期待し、（１０－４７）を正にする。ゆえに、ヒクシアン需要の場合のように、マーシャリアン需要曲線は、その集合体の「短期的」曲線よりも、より価格によって変化しやすい。ただし、一定の財がｷﾞｯﾌｪﾝ財という異常なケースを除く。
新しい財の追加
この技法の最後の例のように、所得の増加によって、消費者がさらなる新しい財xn+1をpn+1の価格で消費することを決定した状況を考えよう。多くの伝統的な消費定理において、ある組み合わせの財を正の量で選択するときの問題は分析されない。これは実際大変複雑な問題で、非線形型のものであると知られている。そして、この手法に対する効用関数についての詳細な知識が要求される。比較静学の技法はいくつかの点の近隣における部分的導関数のサインしか分析できない。しかしながら、正の量ですでに消費されたいくつかの財の条件付需要を考慮することによっていくつかの内見を得ることが出来る。それらの財をxi,i=1,…n,新しい財をxn+1、初めを
[image: image16.wmf]0

1

=

+

o

n

x

に固定する。過去に消費されたすべての財に対するヒクシアン需要は
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　（１０－４８）

この基本的な等式はxn+1が無（はじめゼロに固定されているとき）のときと、有のときのxiの需要の関係を築いている。今、消費者の所得が増加したと想定しよう。私達は変数的に無差別レベルの
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が増加することによって、このヒクシアン需要の影響を分析することが出来る。基本的な等式（１０－４８）を
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　（１０－４９）

Pn+1について基本的な等式を微分すると
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　（１０－５０）

これを（１０－４９）に使用すると相互利益が生まれて
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　（１０－５１）

（１０－５１）の後の項の符号は負であり、xn+1は初めゼロで所得の増加によって正になることを想定しているので、その限界点で
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である。このように、後の項は
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と逆の符号を示す。ゆえに、新しい財がxiの代替財であるとしたら、
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＞０で、所得の増加による所得効果はxiについて、xn+1が有でないときより小さく、補完財については、同様にその逆となることがわかる。考えてみよう。たとえば、ある人が、上級の学位を得たり、稼げる仕事についたりして、現在の所得の増加を体験するとしよう。彼か彼女の人生のほとんどは学生だったので、彼らの低所得で購入可能な財についての情報に詳しく、もっと重要な購入についての情報には乏しい傾向にあるだろう。それらの新しい財についての情報が得られると、代替財となりやすいそれらの財の所得弾力性は降下するだろう。補完財についてはその逆が正しい。逆に、所得の減少を経験した人々は常に低所得だった人々よりもつらい時間を味わうだろう。どの財をあきらめて、もしくは時々得て、といったように、どうやって貧しい暮らしをするかの知識を得ないといけないからである。
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